











































(1) omnes festinant jntus totis aedjbus 
みな 3plpres急ぐ adv中で全体の(loc-)abl家
「みな家中でどたばたあわてている」
(Pl. Cas. 763) 
この種の小辞が二次的発達により、一方では動詞と結合して複合動詞を形成し、一方で
格形との緊密な連携により前置詞に発達する伺)(4)ρ
(2) a. V←一一一一 Ptc一一一一→ N :自律的小辞
b. V←一一一一一一一一 Ptc→ N :前置詞














作家に見られる用例は archaismであるとされる (Meillet-Vendryes1924: 575)。ラテ












二次的発達の結果としてとらえられる。 2. は PRE¥!，が本来持っていた空間(・時間)指
定機能の動詞への作用として、 「その固有の意味に応じて、特定の条件、あるいはその過
程に対して特定化される時間に注目をひきつけJ(Meillet-Vendryes 1924: 200)、その用




文型モデルがあげられる。これによれば、 PREV あるいはその遡及形である副詞的小辞 P
を伴ってラテン語に現れる基本構文は、
(3) NA: Accusative Noun 
NL: Local Noun 
V1: Intransitive Verb 
VT: Transitive Verb 
P : Preposition(6) 
の5種類の構成素の選択的結合によって構成されることになる。例えば、自動詞に場所格
の ARGを伴った構造に Pが付加された構文は、
(4) NL + P + V1 
per-que volare mare (Lucr.4.203) 







(5) a. NA十 P+ VT 
b. P十 V1
C. NL + P + V1 
d. NL + NA + P + VT 
の4種類となる。これらの基本構文に基づいて他の拡張型が考察されるが、ここで考え方
の基本となっているのは、文構造の中心としての動詞の種類による基本構造の区分である。
つまり、他動詞と自動詞の区別が、 Pの他の ARG に対する統辞機能を考える上での出発
点となっている正6)。
このことは、 P の語順特徴の観点からの統辞機能の考察には有効であるように思われ
るげ〉。特に、 rectionの有無に関して、外形的基準から PREV と前置詞の境界を求める




















(6) ille .. praθ se pugionem tulit (Cic. Ph. 2，30) 
彼 prep(=LR)前に pron3sg acc短刀 pf 3sg運ぶ
「彼の前に短万を運んだ」
例えば、 (6) においては、 se(=ille)と pugionemが praeによって位置的な関係を結
ぶことになる。一般化すると、 xが yに対して特定の「位置」に存在することを LRが
指定する場合、
(7) x: locatum 位置項


















(9) a. te cum securi caudicali praeficio provinciae (Pl. Pseud. 158) 






b. omnibus Drujdjbus praeest unus (Caes. B. G. 6，13) 
dat pl ドルイド僧 PREV + 3sg nom一人
「一人のドルイド僧が全ての僧侶を支配している」
(9a) では、 prae-が provinciaeを、イicioがもeを支配し、また (9b)では praeー
が Druidibusを支配していると解釈される。このように動詞と PREVが統辞的な独立性
































































(3) KurYlowicz (1964: 179ff) によれば、 [(verb+ adverb) + oblique case]という構
造において生じた syntacticshiftにより、 [verb+ (adverb + oblique case)]つま





(5) ここでいう prepositionは、自律用法、動詞付加用法 (PREV)、名詞付加用法(前
置詞)全てを含む Archetype としての preposition を指している o Wackernagel 
(1928: 153)はこの語類に対する術語法の不適切さを指摘している。









(7) Coleman (1991: 328)によれば、例えば、 (4a)は NA が修飾子 modifierであり、
Pと Vが形成する動詞句が被修飾子 modifiedであるから、
NA + [P + VT] 
と書き換えることができる。一方、 (4c)の場合、 VI は統辞的に NL との関係が (4a)
に比べて緊密ではないので、 NL と Pは結合して副詞句を形成し、それが VI に対して
修飾詞として機能し得る。このことから、 Pを PREVとするか、 adpositionつまり自
律的副詞とするかによって統辞的機能の認定に揺れが生じる。つまり、 (4c)は、
a. NL + [P+ V 1]
b. [NL + P]+ VI 




織において、 NL + P， P + NL 双方の語1慣が同じ頻度で出現することの解釈のーっとな
る。
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